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1 総務係

2 管理係

各課長のミッション（役割・使命）

消防総務課

　職員一人ひとりが協調・協力・協働を考えて行動できるよう、職員研修の充実や風通しの
良い職場環境を作り、消防組織の強化に繋げます。
　消防本部・中央消防署庁舎の移転及び消防団機械器具置場の維持管理を行い、消防施設
の充実強化を図ります。また、地域防災の要となる消防団員の入団促進活動を行います。

消防防災課

  各種災害に対応するための警防計画や消防車両の更新整備を行うほか、救急救命士の生
涯教育等の研修を行います。
　また、緊急消防援助隊や、近隣消防本部との相互応援体制を緊密にするとともに、ちば北
西部共同指令センターを軸とした、消防通信体制の統制を行います。

中央消防署
　協調・協力・協働できる職場環境を構築し、火災・救急・救助等の災害現場活動のほか、管
轄する中部地区内の自治会等の消防訓練、事業所に対する査察・指導の予防業務を行いま
す。また、救命率の向上のためＡＥＤの取扱いを含む応急手当の普及啓発を行います。

北消防署
　協調・協力・協働できる職場環境を構築し、火災・救急・救助等の災害現場活動のほか、管
轄する北部地区内の自治会等の消防訓練、事業所に対する査察・指導の予防業務を行いま
す。また、救命率の向上のためＡＥＤの取扱いを含む応急手当の普及啓発を行います。

流山市総合計画における主な取組み施策
基本政策 施策名

安心・安全で快適に暮らせるまち 消防・救急

※ビジョンとは「目指す未来像」であり、「組織運営方針」のことです。どのような組織を目指すのかを明らかにすることで、メ
ンバーは共通の認識のもと、未来に向かって行動していきます。

流山市　令和4年度　『消防長の仕事と目標』
消防長のビジョン（目指す姿・組織運営方針）

　市民の皆様のかけがえのない生命と貴重な財産を守るため、消防本部として掲
げる理念「協調性をもって、互いに協力し、皆が同じ目的に向かって働く協働」のも
と、消防職員一丸となって災害対応に取り組んでまいります。

消防長　須藤　恭成

予防課

※ミッションとは、「その部門が果たすべき役割」であり、「組織使命・目標」のことです。各課の使命や存在意義を明らかにす
ることで、ビジョン達成のための新たな事業の創造や、選択の集中の判断基準となるものです。

各係の改善チャレンジ

消防総務課

・全消防職員を対象とした研修等を実施し、職員の育成及びハラスメント防止
対策に努めます。
・救命率の向上を図るため、高度な知識、技術を持つ、救急救命士の育成に努
めます。
・消防団の充実強化を図るため、積極的な入団促進活動を実施するほか、消防
団施設及び装備の適切な管理に努めます。
・消防本部、中央消防署庁舎の移転に伴う造成工事において、適切な工事監
理を行うほか、令和5年度に予定されている建築工事に係る各種申請手続き
を進めます。

　協調・協力・協働できる職場環境を構築し、火災・救急・救助等の災害現場活動のほか、管
轄する南部地区内の自治会等の消防訓練、事業所に対する査察・指導の予防業務を行いま
す。また、救命率の向上のためＡＥＤの取扱いを含む応急手当の普及啓発を行います。

　協調・協力・協働できる職場環境を構築し、火災・救急・救助等の災害現場活動のほか、管
轄する東部地区内の自治会等の消防訓練、事業所に対する査察・指導の予防業務を行いま
す。また、救命率の向上のためＡＥＤの取扱いを含む応急手当の普及啓発を行います。

　大規模・複雑多様化する防火対象物への的確かつ有効な消防用設備等の設置に係る指導
を実施します。
　また、最優先事項として住宅防火対策を位置づけ、住宅用火災警報器および住宅用消火
器の普及啓発を図り、徹底した防火指導に取り組みます。

南消防署

東消防署



消防本部

3
建築危険物
係

4 調査指導係

5 災害対策係

6 救急指令係

7 庶務係

8 消防係

9 救助係

10 予防係

11 救急係

12 庶務係

13 消防係

14 予防係

15 救急係

・救急救命士及び救急隊員の現場活動能力向上のための研修会や訓練を行い
ます。
・大規模災害発生時において情報通信機能の維持を図るとともに、職員の情
報収集・伝達及び分析に関する能力の向上を図ります。

消防防災課

・火災予防を主眼とし、査察、違反是正、火災調査、自衛消防訓練、広報パト
ロール等を実施し火災件数の減少を目指します。

・都市化が進み各種多様な災害発生が危惧される中、市民の皆様の生命・身
体・財産を守るため、消防水利の設置及び消防車両更新基準に基づいて車両
の更新を行います。
・開発事業に関して的確な指導を行い、迅速な警防活動が行えるよう市民の
皆様の安心・安全に寄与します。

・住宅防火対策を推進するため、有効かつ効果的な手段を講じて防火思想の
普及啓発に努めます。
・的確な火災原因調査を行うことで、出火原因を明らかにし、類似火災の抑制
を図ります。
・機を逸することのない違反是正を行うことで、利用者の安心と安全の確保に
努めます。

予防課

・建築物や危険物施設に対し、的確かつ有効な消防用設備等の設置指導に努
めます。
　また、既存の危険物施設に対して定期的な立入検査の実施、徹底した防火指
導を行い火災発生危険の排除に努めます。

各係の改善チャレンジ

中央消防署

・経費の削減を図りながら、快適な職場環境作りに努めます。
・各係間で協力し、適正な事務の遂行に努めます。

・訓練、研修等を通して、隊員一人ひとりのスキルアップに努めます。
・各種災害に迅速に対応できるよう、連携訓練等を企画し、職員全体の対応力
向上に努めます。

・隊員一人ひとりの知識、技術の向上や市民に対する応急手当の普及啓発活
動に努めます。

・消防水利及び消防資機材、消防車両の維持管理に努めます。
・消防訓練等で住民への防火防災意識の啓発に努めます。
・若手職員が増えているため訓練を行い消防力の強化に努めます。

東消防署

・庁舎施設の維持管理に努めるとともに、節電やペーパーレス化を推進し経費
削減に努めます。

・若手職員が増加している中、消防力の低下を招かぬよう、適切な訓練等を実
施して消防力の強化を目指します。
・職員全体の対応力、体力向上に努めます。

・火災の予防、火災による被害の軽減を目的とし、立入検査にて、違反の是正
を係全員で協力し積極的に行います。

・実践に即した訓練を実施し、隊員の知識及び実技の向上に努めます。
・市民に対し、応急手当の普及啓発に努めます。
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16 庶務係

17 消防係

18 予防係

19 救急係

20 庶務係

21 消防係

22 予防係

23 救急係
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各係の改善チャレンジ

・新型コロナウイルスの感染状況を勘案し、消防救急訓練や普通救命講習などを実施して、
市民の災害に対する知識と対応力を深め、災害による被害の軽減を図ります。
・常時消防相談所を開設して、市民の消防に対する相談を受付け、適切に対応することで
サービスの向上に努めます。
・新型コロナウィルスの感染状況を勘案し、消防救急訓練や普通救命講習などを実施して、
市民の災害に対する知識と対応力を深め災害による被害の軽減を図ります。
・常時消防相談所を開設して、市民の消防に対する相談を受付け、適切に対応することで
サービスの向上に努めます。

・火災予防啓発イベント等を年間をとおして実施し、出火の防止および防火思想の普及啓発
に努めることにより、市民の安心・安全に寄与します。

南消防署

・新型コロナウイルスの感染状況を勘案し、消防救急訓練や普通救命講習などを実施して、
市民の災害に対する知識と対応力を深め、災害による被害の軽減を図ります。
・常時消防相談所を開設して、市民の消防に対する相談を受付け、適切に対応することで
サービスの向上に努めます。

東消防署

南消防署

庁舎施設、物品等の維持管理に努めるとともに、光熱水費の節制やペーパー
レス化を推進し、適切な予算執行の管理に努めます。

消防防災課
・救急救命士の教育や車両及び資器材の更新整備を通じて、職員の現場活動能力や対応力
を高め、大規模地震などの自然災害や火災、救急事案に迅速、的確に対応し、市民の安心安
全に寄与します。

中央消防署

各課の市民サービス向上の取組み

消防総務課
・消防職員及び消防団員を計画的に研修等へ派遣し、災害対応能力の向上を図り、市民の安
心・安全に寄与します。

予防課

多種多様化する災害に備え、消防水利や消防資機材を適正に管理するととも
に、各種訓練を実施し技術の向上に努めます。

防火対象物の立入検査・行政指導並びに消防法令の違反是正、追跡調査を徹
底し、南部地区の火災予防に努めます。
署内研修や勉強会を実施して、署員の予防に関する知識の向上に努めます。

市民に対する応急手当普及啓発活動を行うほか、署内では多様化する救急現
場を想定した訓練を実施し、救命率の向上及び救急隊員の知識・技術習得に
努めます。

北消防署

・庁舎施設、物品等の維持管理に努めるとともに光熱水費の節約に努める。
・定期的に庁舎内の消毒を行い、新型コロナウィルス感染症等の対策の徹底に
努める。

・消防水利、消防資機材、消防車両の適切な維持管理に努めます。
・消防訓練等を通じ、地域住民への防火・防災意識の啓発に努めます。
・若手職員の教育訓練を行い、消防力の強化に努めます。

・防火対象物の定期的な立入検査を実施し、違反については早急に是正する
よう努め、利用者の安全確保を図ります。
・新川耕地一帯の大規模物流倉庫に対して、定期的な立入検査を計画し実施
し、積極的な防火指導を行うことで関係者に対して更なる防火意識の啓発を
図ります。

・隊員の接遇や救急に関する知識及び技術向上に努めるほか、市民に対する
応急手当の普及啓発に努めます。
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今年度の取組み

1

・引き続き可能な範囲でリモート会議を推進
し、ペーパーレスに努めます。
・『低炭素都市ながれやま』の実現にむけ、新
庁舎の建設にあたっては、太陽光発電や省エ
ネルギーに配慮した機器の設置に努めます。

2
・引き続き業務分散等により定時退庁を心掛
けるとともに、クールビズ・ウォｰムビズの励
行による電気使用量の削減に努めます。

3

・引き続きペーパーレスの励行やリモート会
議の導入を実施するとともに、車両更新で
は、資器材の電動化を積極的に図りCO2削
減に努めます。

4
・引き続き紙の使用量削減に努めます。
・環境５R行動に努めます。

5

・クールビズ、ウォームビズを推進し、エアコ
ンの温度設定に注意し節電に努める。
・引き続きペーパーレスを推進し、５Ｒ行動に
努めます。

6

・引き続きエコオフィスの推進、特に電気使用量に
ついては各職員の意識及び自覚の徹底に図りま
す。
・環境５Rについても昨年と同様継続に努めます。

7
・引き続きペーパーレスの推進と電気使用量
の削減に努めます。

各課の市民サービス向上の取組み

北消防署

・新型コロナウイルスの感染状況を勘案し、消防救急訓練や普通救命講習などを実施して、
市民の災害に対する知識と対応力を深め、災害による被害の軽減を図ります。
・常時消防相談所を開設して、市民の消防に対する相談を受付け、適切に対応することで
サービスの向上に努めます。

北消防署

・エコオフィス（紙、ごみ、電気使用量の積極的
な削減）の徹底を心掛けしましたが、コロナ禍
であったため思ったほどの成果には至りませ
んでした。

中央消防署

東消防署

・コロナ禍であったため常時換気を行ってい
たが、過度なエアコン温度設定は行いません
でした。
・各個が紙の使用量の削減に努めました。
・２アップ印刷は徹底できないところもあった
が、５Ｒ行動は個人が意識し行動できました。
・コロナ禍のため、常時換気しながらのエアコ
ン使用となり、節電に至りませんでした。

消防総務課

各課の環境への取組み
課名 前年度の評価

・リモート会議の実施や両面印刷の徹底によ
り、ペーパーレスが図れました。
・適切な冷暖房の温度設定及び離席時のパソ
コン電源オフを徹底し、電気使用量の削減を
図ることができました。

消防防災課

・ペーパーレスの励行についての意識づけを
行い、削減することが出来ました。また、各種
会議などをリモートで実施し、ペーパーレスを
図ることが出来ました。

南消防署

・環境５Rについては各職員の意識で達成で
きました。
・エコオフィスについては、節電については課
題が残りました。

予防課

・定時退庁を心掛けるもエネルギーの削減は
厳しい状況であったが、クールビズ・ウォｰム
ビズの励行による電気使用量の削減を図る
ことができました。


